


○
日
時
７
月
匪
日
山

鴫
時
開
会
（
胆
時
開
場
）
別
時
閉
会

○
場
所
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

２
Ｆ
中
宴
会
場

名
古
屋
市
中
区
錦
３
丁
目
Ⅱ
’
昭

詮
０
５
２
（
９
５
７
）
１
０
２
２

○
参
加
費
大
会
は
千
円

懇
親
会
は
別
途
六
千
円

※
高
校
生
以
下
女
性
は
半
額

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

ｎ
時
開
場

会
場
内
イ
ベ
ン
ト
開
催

肥
時
第
一
部
開
会

二
十
一
世
紀
最
初
の
全
国
大
会
は
名
古
屋

で
開
か
れ
ま
す
。

第
打
回
詰
将
棋
全
国
大
会
の
ご
案
内

○
行
き
方

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
で
地
下
鉄
東
山
線
に
乗
り

換
え
、
星
ヶ
丘
、
藤
が
丘
方
面
に
乗
り
栄

駅
下
車
（
栄
駅
は
名
古
屋
駅
か
ら
二
つ
目

で
す
）
。
栄
一
番
出
口
を
出
て
直
進
し
二

つ
目
の
交
差
点
を
左
折
し
ま
す
。
交
差
点

に
は
大
日
本
イ
ン
キ
の
ビ
ル
、
約
獅
、
先

が
会
場
で
す
（
ｎ
階
建
て
の
ビ
ル
で
す
）
。

徒
歩
で
出
口
か
ら
約
５
分
か
か
り
ま
す
。

来
賓
挨
拶
看
寿
賞
表
彰
式

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

Ⅳ
時
釦
分
第
一
部
終
了

肥
時
第
二
部
開
会

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

邪
時
第
二
部
終
了

○
お
願
い

会
場
内
は
禁
煙
で
す
。
喫
煙
は
ロ
ビ
ー
で

お
願
い
し
ま
す
。
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は

○
幹
事
会
に
つ
い
て

幹
事
会
は
前
日
加
日
灼
時
か
ら
当
会
場
で

開
き
ま
す
。
宿
泊
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

各
幹
事
へ
別
途
連
絡
し
ま
す
。

○
宿
泊
に
つ
い
て

羽
、
別
日
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
会
場
に
若

干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
直
接
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
は
必
ず
「
全
詰
連
」
と

名
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
駐
車
場
に
つ
い
て

会
場
に
は
余
り
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
止
め
ら
れ
る
方
は
実
費
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
（
鋤
分
で
獅
円
）
。
中
心
部
で
す

の
で
、
交
通
規
制
も
厳
し
く
他
の
有
料
駐

車
場
も
高
め
で
す
。
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○
連
絡
先

今
回
は
近
藤
が
事
務
局
長
と
し
て
ま
と
め

て
い
ま
す
。

〒
４
７
３
１
０
９
屯
１
４

豊
田
市
若
林
東
町
宮
間
、
’
昭

み
や
ま
ハ
イ
ツ
Ⅲ
近
藤
真
一

念
０
５
６
５
（
５
３
）
６
０
４
３

百
口
届
昭
⑨
ご
藍
ご
・
８
日

※
出
張
が
多
い
の
で
電
話
で
の
応
対
は
土

日
ぐ
ら
い
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

大
会
委
員
長
の
服
部
さ
ん
へ
階

〒
４
９
１
ｌ
ｌ
Ｏ
３
６
６

一
宮
市
萩
原
町
河
田
方
中
道
認
ｌ
ｌ

服
部
彰
夫

念
０
５
８
６
（
６
９
）
２
０
０
１

禁
止
で
す
曇
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
◎

ア
マ
連
杯
握
り
詰
一

◆
締
切
６
月
加
日
必
着
（
本
誌
編
集
部
）

大
会
当
日
展
示
、
投
票
に
よ
り
優
秀
作
と

佳
作
を
決
定
。

◆
呈
賞
賞
金
総
額
５
万
円
（
提
供
Ⅱ
日
本

ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
）
。
大
会
当
日
表

彰
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

国
圃
回
圃
悶

圏
固
圏
困
困

次
の
使
用
駒
で
詰
将
棋
を
作
っ
て
下
さ
い
。

一
人
一
作
に
限
り
ま
す
。
不
完
全
作
の
返

送
は
致
し
ま
せ
ん
。

アマ浮鮒にどツクな夢一。つくり藍せんか

」アマ将棋フアン唯一の全国組織には、いつご送金は

からでも個人で入会できます。会費は年間［郵便振替100880-9-68945

朔砿願(他に専門誌購読付の会費日本ｱﾏﾁｭｱ将潅盟1万円もあり）。

．会員の特典は①アマ情報誌の送付②専門誌（用紙は郵便局にあります）
の宅配サービス③主催行事に優待④全国将お問合せは
棋道場案内⑤「R」大会の公認料免除⑥個毎510-8508(住所記載不要噂
人成績の提供など。

支部は10人以上で結成できます(活動補綴噸謝刷625助金あり）。
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○
日
時
７
月
墜
日
出

過
時
開
会
（
吃
時
開
場
）
加
時
閉
会

○
場
所
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

２
Ｆ
中
宴
会
場

名
古
屋
市
中
区
錦
３
丁
目
Ⅲ
’
昭

念
０
５
２
（
９
５
７
）
１
０
２
２

○
参
加
費
大
会
は
千
円
、
懇
親
会
は
別
途
六
千
円

※
高
校
生
以
下
女
性
は
半
額

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

吃
時
開
場
会
場
内
イ
ベ
ン
ト
開
催

岨
時
第
一
部
開
会

来
賓
挨
拶
看
寿
賞
表
彰
式

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

Ⅳ
時
鋤
分
第
一
部
終
了

二
十
一
世
紀
最
初
の
全
国
大
会
は
名
古
屋

で
開
か
れ
ま
す
。

第
Ｆ
回
詰
将
棋
全
国
大
会
の
ご
案
内

近
藤
真
一

○
行
き
方

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
で
地
下
鉄
東
山
線
に
乗
り

換
え
、
星
ヶ
丘
、
藤
が
丘
方
面
に
乗
り
栄

駅
下
車
（
栄
駅
は
名
古
屋
駅
か
ら
二
つ
目

で
す
）
。
栄
一
番
出
口
か
ら
徒
歩
５
分
。

○
宿
泊
に
つ
い
て

別
、
即
日
の
宿
泊
に
つ
い
て
は
会
場
に
若

干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
に
直
接
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
と
き
は
必
ず
「
全
詰
連
」
と

名
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

今
回
は
近
藤
が
事
務
局
長
と
し
て
ま
と
め

肥
時
第
二
部
開
会
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

別
時
第
二
部
終
了

て
い
ま
す
。

〒
４
７
３
１
０
９
勺
１
４
宝

豊
田
市
若
林
東
町
宮
間
刈
ｌ
蝿

み
や
ま
ハ
イ
ツ
皿
近
藤
真
一

孟
趣
０
５
６
５
（
認
）
６
０
４
３

汽
○
己
后
電
⑤
試
員
ご
・
８
日

○
全
国
大
会
っ
て
何
が
面
白
い
の
？

参
加
さ
れ
た
方
の
声
を
集
め
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
で
す
。

☆
実
物
に
あ
え
る
／
や
は
り
人
と
の
出
会
い

が
一
番
面
白
い
。
誌
面
の
イ
メ
ー
ジ
と
違

う
人
、
同
じ
人
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が

あ
り
ま
す
。

詰
パ
ラ
担
当
者
、
作
家
、
解
答
者
の
生
の

声
を
聞
く
最
大
の
場
で
す
。

☆
稀
少
本
が
買
え
る
。

有
名
作
家
の
手
売
り
（
？
）
が
あ
り
ま
す
。

絶
版
本
も
運
が
良
け
れ
ば
手
に
入
り
ま
す
。

☆
賞
品
が
も
ら
え
る
。

各
イ
ベ
ン
ト
は
賞
品
付
き
、
詰
将
棋
の
力

は
い
ら
な
い
。

未
参
加
の
方
、
ぜ
ひ
一
度
御
参
加
下
さ
い
。
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恥
壁
一
翌
溝
夏
ｕ
ぬ
ぎ
別

第17回（21世紀最初の）

壬
口

ニ
ニ
ロ 将槙全 国

一

主催／全日本詰将棋連盟

後援／詰将棋パラダイス

／日本アマチュア将棋連盟

●
巻
舜
冨
蕪
ご
辛
恥
．
晶
雪
菖
華
皇
室
孟
田

糾
孟
群
識
『
叩
謡
②
詠
裳
寓
言
譜
ヨ

日時7月21日（土）13時より

場所名古屋ガーデンパレス

28052(957)1022

JR名古屋駅→地下鉄東山線栄駅下車徒歩5分

号
喜
つ
一
望
田
（
謹
慎
つ
画
。
田
）

＜お車でお越しの場合＞

･名古屋駅より桜通を東へ直進桜通本町を右拓

2本目を左折すぐ,（約7分）
･名古屋インターチェンジより西へ#知分（11Km）

広小路本町を右折3本目を右折すぐ.

＜地下鉄ご利用の嘱合＞

④栄①番出口(西出□）より徒歩5分(東山線.･名城線
⑧久屋大通④番出□より徒歩5分(名城線桜通線）
◎伏見①番出□より徒歩8分(東山線・鶴舞線）
⑧丸の内⑤番出口より徒歩5分（桜通線・鶴翼線）



詰
将
棋
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
詰
将

棋
全
国
大
会
。
今
年
は
７
月
別
日
（
土
）
に

「
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
」
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夏
の
名
古
屋
は
た
だ
で
さ
え
暑
い
の
に
、

加
え
て
今
年
は
全
国
的
な
猛
暑
。
「
熱
い
思

い
」
を
胸
に
「
暑
い
思
い
」
を
し
な
が
ら
集

ま
っ
た
方
は
実
に
卯
名
（
９
月
２
日
生
ま
れ

の
私
に
と
っ
て
は
縁
起
の
い
い
数
で
す
）
。

き
っ
と
躯
通
り
の
「
楽
し
み
方
」
が
あ
っ
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
役
目
は
そ
れ
を

伝
え
る
こ
と
。
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
行
き
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方

や
、
ど
ん
な
も
の
な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い

の
で
参
加
し
よ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
と
い

う
方
に
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
よ
し
来
年
は
行
っ
て
み
る
か
」

一
人
で
も
多
く
の
方
に
そ
う
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
「
大
会
報
告
」
に
な
っ
て
い
た

ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

前
置
き
が
ず
い
ぶ
ん
長
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
時
計
の
針
を
戻
す
こ
と

と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

会
場
の
一
：
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
」
は
栄
の
駅
か
ら
す
ぐ
。
私
が
会
場
に
着

い
た
の
は
午
前
Ⅱ
時
。
実
は
皿
時
釦
分
集
合

だ
っ
た
り
し
た
の
で
す
が
意
外
と
「
近
い
人

ほ
ど
来
る
の
が
遅
い
」
と
い
う
の
は
世
の
常

（
？
）
。
ざ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
会
場
付
近
に
は

既
に
加
名
ほ
ど
の
方
が
。
皆
さ
ん
お
早
い
・

開
場
ま
で
は
１
時
間
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

－24－

第
行
回
詰
将
棋
全
国
大
会

原
圧
二
Ｆ
実

激



受
付
も
開
始
し
て
し
る
の
で
ま
ず
は
そ
ち
ら

へ
。
「
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
を
受
け
取
り

ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
係
と
し
て
は
ま
ず
き
ち
ん

と
そ
れ
に
目
を
通
し
て
お
か
な
い
と
。
他
に

は
「
大
会
記
念
懸
賞
詰
将
棋
」
（
ダ
メ
だ
、

暗
算
で
は
解
け
そ
う
に
な
い
／
、
）
、
「
ア
マ
連

杯
握
り
詰
め
応
募
作
品
一
覧
」
（
全
部
で
畑

作
。
そ
れ
に
し
て
も
よ
く
ま
あ
こ
れ
だ
け
の

応
募
が
あ
る
も
の
だ
。
私
も
応
募
し
て
い
る

け
ど
）
。
そ
し
て
「
平
成
吃
年
度
詰
将
棋
看

寿
賞
受
賞
作
お
よ
び
投
票
集
計
表
」
（
ど
な

た
が
ど
の
作
品
に
投
票
し
た
か
が
一
目
で
わ

か
り
ま
す
。
け
つ
こ
う
楽
し
め
ま
す
）
な
ど
。

で
は
会
場
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
右

手
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
駒
づ
く
り
を
楽

し
む
会
」
の
熊
津
良
尊
氏
に
よ
る
駒
の
展
示

販
売
。
左
手
に
は
い
く
つ
か
の
コ
ー
ナ
ー
が

並
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
門
脇
芳
雄
氏
に
よ

る
「
詰
将
棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
展
示
。
隣

は
「
棋
書
販
売
」
。
岡
田
敏
氏
の
「
鍋
牛
』

（
本
誌
８
月
号
に
も
広
告
が
出
て
い
ま
し
た

が
フ
ロ
ッ
ピ
ー
版
も
。
こ
れ
に
は
驚
き
ま
し

た
）
、
若
島
正
氏
の
一
盤
上
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
」
と
い
っ
た
最
新
刊
も
。
と
も
に
な
か
な

か
の
売
れ
行
き
で
開
場
ま
で
に
完
売
し
て
し

ま
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
ふ
う
・
な
ど
と
余

計
な
心
配
を
し
た
り
し
て
。
そ
し
て
「
バ
ザ

ー
」
と
銘
打
っ
た
コ
ー
ナ
ー
。
さ
ら
に
「
丸

電
ユ
キ
オ
さ
ん
の
『
こ
す
も
す
田
』
原
画
の

展
示
販
売
」
コ
ー
ナ
ー
。
異
彩
を
放
っ
て
い

た
コ
ー
ナ
ー
で
は
あ
り
ま
し
た
が
用
意
さ
れ

て
い
た
皿
枚
の
原
画
は
完
売
し
た
と
か
。
丸

電
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
雑
記
」
７
月
蛇

日
に
リ
ン
ク
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
ど
ん

な
絵
か
興
味
が
あ
る
方
は
そ
ち
ら
を
ど
う
ぞ
。

（
宮
ｇ
》
、
、
急
ぎ
言
．
の
冒
里
・
己
の
・
弓
、
～

ざ
四
百
１
ｍ
、
）

そ
ん
な
中
で
さ
っ
そ
く
盤
駒
を
借
り
て
懸

賞
詰
将
棋
を
解
い
た
り
、
握
り
詰
を
並
べ
て

鑑
賞
す
る
方
も
。
私
が
探
し
た
の
は
「
当
日

握
り
詰
」
。
壁
に
貼
ら
れ
た
紙
を
見
る
と
、

［
玉
、
角
、
金
、
銀
、
桂
、
香
、
香
、
歩
６
］

む
む
む
、
歩
が
６
枚
っ
て
の
は
ち
と
多
い
。

（
ち
な
み
に
握
り
詰
投
稿
第
１
号
は
Ｋ
氏
。
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い
や
早
い
な
あ
と
感
心
し
て
い
る
と
し
ば
ら

く
し
て
か
ら
「
銀
２
枚
使
っ
て
い
る
よ
」
と

い
う
声
が
。
作
品
は
パ
ソ
コ
ン
で
検
討
し
た

と
い
う
の
に
ｌ
個
人
的
に
は
こ
う
い
う
オ
チ

大
好
き
で
す
け
ど
）
。

唯
時
誰
関
半
治
氏
の
司
会
で
開
会
ご
開
会

の
辞
は
大
会
委
員
長
の
服
部
彰
夫
氏
。

「
今
日
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
。

こ
う
い
っ
た
あ
る
種
「
手
作
り
」
的
な
イ
ベ

ン
ト
で
は
参
加
者
の
「
楽
し
も
う
」
と
い
う

気
持
ち
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
「
お
祭
り
」

な
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
は
。

続
い
て
は
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
会
長
の
岡

田
敏
氏
の
大
会
挨
拶
。
今
年
は
森
田
正
司
氏

ある時は司会者、ある時は受

賞者とフル回転の近藤真一氏

が
ご
欠
席
と
い
う
こ
と
で
一
皆
勤
者
」
が
つ

い
に
ゼ
ロ
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た

前
日
の
幹
事
会
で
決
定
し
た
委
員
異
動
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
看
寿
賞
委
員
長
は
森
田

正
司
氏
か
ら
柳
田
明
氏
に
、
規
約
委
員
長
は

川
崎
弘
氏
か
ら
金
子
清
志
氏
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
と
な
り
ま
す
。
森
田
さ
ん
、
川
崎
さ
ん
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
柳
田
さ
ん
、
金
子
さ
ん

に
は
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

大
会
挨
拶
は
『
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
代

表
の
水
上
仁
氏
。

「
初
心
者
、
あ
る
い
は
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
が
「
ま
た
来
て
み
た
い
な
』
と
い
う
楽
し

い
会
で
あ
る
べ
き
で
な
い
か
と
常
々
思
っ
て

い
る
」

こ
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
が
意
外

と
苦
戦
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
？
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
と
の
違
い
は
？
答
え
は
「
リ
ピ
ー
タ

ー
」
の
差
で
す
。
「
ま
た
来
て
み
た
い
」
と

思
わ
せ
て
実
際
に
「
ま
た
来
て
い
た
だ
く
」
・

こ
れ
が
成
功
の
カ
ギ
で
す
。
ま
ず
は
コ
度

行
っ
て
み
よ
う
皇
そ
し
て
一
来
年
も
ま
た

来
よ
う
」
、
や
が
て
「
今
年
も
来
ま
し
た
」

と
い
う
方
々
が
一
人
で
も
多
く
な
る
よ
う
に

大
会
を
運
営
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
全
国
大
会
と
い
え
ば
看
寿
賞
表
彰
式
。

４
年
前
の
名
古
屋
大
会
よ
り
毎
年
７
月
の
こ

の
時
期
（
「
海
の
日
」
前
後
）
の
開
催
と
な

り
、
現
在
で
は
そ
れ
が
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま伊田勇一氏（右）岡田敏会長より看寿賞の表彰
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す
が
一
看
寿
賞
の
表
彰
」
と
い
う
こ
と
で
い

え
ば
こ
の
時
期
で
の
開
催
が
ベ
ス
ト
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
森
田

正
司
看
寿
賞
委
員
長
が
欠
席
と
い
う
こ
と
で

急
遥
柳
田
明
氏
が
選
考
経
過
を
報
告
し
各
賞

受
賞
者
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

短
編
賞
伊
田
勇
一
氏

「
検
討
者
、
学
校
の
担
当
者
、
そ
し
て
多
く

の
解
答
者
の
方
々
の
ご
支
援
の
賜
物
」

長
編
賞
近
藤
真
一
氏

「
今
世
紀
の
運
を
使
い
果
た
し
た
。
そ
う
い

う
気
が
す
る
。
こ
れ
が
最
高
の
賞
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
も
目
指
し
て
創
作
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
中
編
賞
・
波
崎
黒
生
氏
、
特
別
賞
・
安
達

康
二
氏
は
欠
席
）

続
い
て
は
作
品
解
説
。
「
一
度
見
た
ら
や

め
ら
れ
な
い
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
利
用
し
て

の
大
盤
解
説
。
解
説
は
柳
田
明
氏
。
看
寿
賞

作
品
を
語
ら
せ
た
ら
こ
の
方
の
右
に
出
る
者

な
し
。
看
寿
賞
委
員
長
自
ら
の
解
説
は
さ
す

が
に
わ
か
り
や
す
い
（
後
で
聞
い
た
話
で
す

が
名
古
屋
に
向
か
う
新
幹
線
の
中
で
変
化
を

調
べ
た
り
と
な
か
な
か
ご
苦
労
さ
れ
た
よ
う

で
す
）
。
そ
れ
で
も
中
編
賞
の
解
説
に
は
苦

将

鐸叢i
冒冒…台

§ 鍵
蟻
鍵
》
鱗

＝

10回参加記念メダルを受ける（左から)湯村光造氏､栗山義史氏､八尋久晴氏､太田慎一氏。

労
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
せ
変
化
を
き
ち
ん

と
並
べ
て
み
な
い
と
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
作
品
。
そ
れ
で
も
「
何
か
す
ご
い
機
構
だ
」

と
い
う
雰
囲
気
だ
け
は
十
分
に
伝
わ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
特
別
賞
で
の
「
よ
く
こ
の
詰

上
り
か
ら
逆
算
し
よ
う
と
思
っ
た
も
の
」
と

い
う
の
も
言
わ
れ
て
み
て
初
め
て
気
づ
き
ま

し
た
。
な
る
ほ
ど
そ
り
や
そ
う
だ
。

昨
年
初
め
て
こ
れ
を
見
た
と
き
に
は
「
来

年
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
使
う
の
か
な
あ
。
そ
う

そ
う
毎
回
は
で
き
な
い
ょ
な
あ
」
と
思
い
ま

し
た
が
、
既
に
名
物
と
な
っ
て
い
る
感
す
ら

あ
り
ま
す
。
柳
田
氏
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
が

あ
る
限
り
休
め
な
い
」
と
い
う
力
強
い
（
？
）

宣
言
で
コ
ー
ナ
ー
終
了
。

次
は
「
全
国
大
会
加
回
参
加
者
表
彰
」
。

湯
村
光
造
、
栗
山
義
史
、
八
尋
久
晴
、
太
田

慎
一
の
４
氏
に
記
念
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
実
は
私
は
初
め
て
全
国
大
会
に
参
加

し
た
と
き
に
は
「
ど
う
し
て
参
加
者
が
表
彰

さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
い
ま
し
た
。
考

え
て
み
て
わ
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
っ
て
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あ
る
種
の
一
詰
将
棋
愛
好
度
の
渡
ロ
メ
ー
タ

ー
」
な
ん
で
す
ね
。
全
国
大
会
は
毎
年
同
じ

土
地
で
開
催
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
名
古
屋
、
そ
の
前
は
静
岡
、
遡
れ
ば

京
都
、
東
京
、
再
び
名
古
屋
…
。
こ
れ
だ
け

の
各
地
に
飛
び
回
る
こ
と
、
回
な
の
で
す
か

ら
詰
将
棋
が
好
き
で
な
い
と
簡
単
に
は
で
き

ま
せ
ん
ね
。
少
な
く
と
も
岨
年
は
か
か
る
し
。

水
上
氏
の
あ
い
さ
つ
に
あ
っ
た
「
ま
た
来
て

み
た
い
」
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
か
ら
。

ｎ
回
参
加
者
は
こ
れ
か
ら
も
増
え
続
け
て
い

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
私
は
今
回
が
４
回

目
の
参
加
で
す
が
「
毎
年
新
た
な
発
見
が
あ

る
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
皿

回
も
あ
る
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

さ
て
し
ば
し
の
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
は
さ
ん

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ
。
ま
ず
は
「
全
員
参

加
ク
イ
ズ
」
。
問
題
は
多
少
難
し
い
も
の
の

三
択
方
式
な
の
で
誰
で
も
、
そ
れ
こ
そ
詰
将

棋
す
ら
知
ら
な
く
て
も
、
全
問
正
解
が
可
能
。

と
い
う
わ
け
で
「
全
員
参
加
」
ク
イ
ズ
。
最

初
の
問
題
は
「
「
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
』
の
畑

手
目
は
何
で
し
ょ
う
？
」
。
会
場
に
は
ど
よ

め
き
と
笑
い
が
。
い
き
な
り
超
難
問
。
ヒ
ン

ト
が
な
け
れ
ば
次
の
「
看
寿
賞
カ
ル
ト
ク
イ

ズ
」
よ
り
も
難
し
い
か
も
。
司
会
近
藤
真
一

氏
の
「
当
然
作
者
は
も
う
頭
の
中
で
『
あ
、

こ
れ
だ
」
と
答
え
わ
か
っ
て
る
ん
で
し
ょ
う

け
ど
」
と
い
う
ひ
と
こ
と
が
更
に
笑
い
を
誘

い
ま
し
た
。
作
者
橋
本
孝
治
氏
も
「
一
回
並

べ
て
み
た
こ
と
が
あ
っ
た
け
ど
あ
ま
り
に
も

平
凡
な
手
な
の
で
忘
れ
ま
し
た
」
。
う
－
む
・

そ
の
他
、
。
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
の
創
刊 看寿賞を発表する柳田明氏

時
の
価
格
は
？
」
な
ど
問
題
は
全
部
で
５
問
。

私
が
わ
か
っ
た
の
は
『
こ
す
も
す
副
』
で

森
山
名
人
と
対
局
し
た
り
ぼ
ん
ち
ゃ
ん
が
局

後
に
言
っ
た
言
葉
は
？
」
だ
け
。
あ
ら
ら
、

詰
将
棋
関
係
の
問
題
は
全
滅
か
い
な
。
ち
な

み
に
全
問
正
解
者
は
な
ん
と
「
ゼ
ロ
」
。
難

解
な
作
品
を
も
の
と
も
せ
ず
に
解
く
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
の
に
、
世
の
中
と
は
不

思
議
な
も
の
で
す
。

更
に
続
い
て
の
「
看
寿
賞
カ
ル
ト
ク
イ
ズ
」

は
更
に
難
し
か
っ
た
／
、
こ
ち
ら
は
４
名
の
解

答
者
が
参
加
し
た
の
で
す
が
：
．
。

で
は
最
初
の
問
題
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
ヒ
ン
ト
を
読
ん
で
作
品
を
当
て
て
く
だ

さ
い
。

ヒ
ン
ト
ー
盤
面
は
８
枚

ヒ
ン
ト
２
持
駒
は
「
金
金
桂
桂
」

ヒ
ン
ト
３
年
賀
状
が
き
っ
か
け
で

（
解
説
時
の
作
者
コ
メ
ン
ト
）

ヒ
ン
ト
４
新
聞
に
も
懸
賞
出
題
（
解
説
時
）

ヒ
ン
ト
５
こ
の
年
一
番
の
話
題
作
（
同
）

ヒ
ン
ト
６
こ
れ
は
歴
史
的
な
名
作
だ
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（
門
脇
芳
雄
氏
の
短
評
）

ヒ
ン
ト
７
詰
上
り
は
７
枚

さ
あ
わ
か
り
ま
し
た
か
？
答
え
は
ご
自
分
で
。

そ
ん
な
問
題
ば
か
り
が
続
き
ま
す
。
し
か
し

う
ま
く
作
っ
た
も
の
で
す
。
解
答
者
４
名
は

ま
い
っ
た
な
あ
と
い
う
表
情
を
し
な
が
ら
も

や
っ
と
の
思
い
で
正
解
を
見
つ
け
て
い
き
ま

す
。
中
で
も
盤
面
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
問
題
で
は

ゆ
っ
く
り
と
考
え
る
間
も
な
く
、
マ
ス
を
開

き
ま
す
。
何
も
な
い
盤
面
か
ら
始
ま
っ
て
、

ひ
と
マ
ス
ず
つ
駒
を
表
示
さ
せ
ま
す
。
何
だ

ろ
う
、
と
開
け
て
み
る
と
駒
が
な
く
て
「
え

え
っ
」
と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
１
四
」
と
言
え
ば
「
詰
方
の
龍
で
す
」
、

「
１
二
」
と
言
え
ば
、
「
玉
方
の
馬
で
す
」
、

大会委員長服部彰夫氏

と
め
で
た
く
駒
が
現
れ
て
も
な
か
な
か
正
解

に
た
ど
り
つ
き
ま
せ
ん
。
加
数
枚
の
駒
が
表

示
さ
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
と
正
解
が
。
解
答
者

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

そ
し
て
恒
例
の
「
ひ
と
り
ひ
と
こ
と
」
。

全
国
大
会
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
「
同
好
の

士
と
の
交
流
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
も
そ
う
で
す
が
、
詰
将
棋
そ
の
も
の
よ
り

も
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
だ
け
多
く
の
「
詰
将
棋
好
き
」
が
一
堂
に

会
す
る
の
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
な
の
で
す

か
ら
。
短
い
ス
ピ
ー
チ
の
中
に
も
各
人
の
個

性
が
表
れ
る
の
で
な
か
な
か
面
白
い
も
の
で

す
。
加
え
て
誌
上
で
お
名
前
だ
け
存
じ
上
げ

て
い
る
方
の
お
顔
が
わ
か
っ
た
り
。
ほ
と
ん

ど
の
方
が
想
像
と
違
っ
た
り
し
ま
す
け
ど
。

そ
れ
で
は
こ
ち
ら
も
恒
例
／
・
「
ひ
と
り
ひ

と
こ
と
」
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

西
尾
行
広
１
４
，
５
年
前
ま
で
は
虫
食
い
算

研
究
室
と
い
う
の
が
あ
っ
て
眺
め
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
な
く
て
寂
し
い
。

今－8~E……鐸鷲震

……■

末
永
修
二
’
一
バ
ラ
」
は
４
年
前
か
ら
購
読

し
て
お
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
柴
田
昭
彦

さ
ん
の
本
『
面
白
い
詰
将
棋
』
を
読
み
ま

し
て
、
質
問
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
と

っ
捕
ま
り
ま
し
て
、
「
ぜ
ひ
「
バ
ラ
』
を

読
め
」
と
。
そ
れ
以
来
読
ん
で
お
り
ま
す
。

山
村
信
太
郎
ｌ
詰
将
棋
は
全
然
初
心
者
で
す

け
ど
、
こ
う
い
う
催
し
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
し
て
初
め
て
来
ま
し
た
。

梅
田
豪
一
ｌ
何
か
新
し
い
発
見
が
で
き
た
ら

磯

息義

識§

首猛夫氏(左)と久々参加の上田吉一氏(右）
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い
い
な
と
思
っ
て
参
加
し
た
次
第
で
す
。

八
尋
久
晴
ｌ
ぜ
ひ
と
も
３
手
詰
、
５
手
詰
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
村
孝
雄
ｌ
よ
く
考
え
る
と
全
国
大
会
加
年

ぶ
り
で
し
た
。
別
に
何
か
く
だ
さ
い
と
い

う
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す
。

田
村
豊
造
Ｉ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
６
文
字
よ

り
上
は
入
り
ま
せ
ん
の
で
５
文
字
ま
で
の

命
名
で
名
作
を
の
こ
し
て
い
た
だ
く
よ
う
。

高
坂
研
ｌ
今
一
番
興
味
が
あ
る
の
は
詰
将
棋

じ
ゃ
な
く
ｔ
Ｏ
ｔ
Ｏ
で
一
億
当
て
る
こ
と
。

周
藤
裕
也
ｌ
明
日
と
今
日
の
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。

の
ラ
イ
ブ
の
つ
い
で
に
来
ま
し
た
。

尼
子
至
恩
ｌ
皿
世
紀
最
初
の
お
酒
を
楽
し
み

に
今
日
名
古
屋
ま
で
参
り
ま
し
た
。

清
水
英
幸
ｌ
尼
子
君
の
別
世
紀
最
初
の
お
酒

を
少
な
く
と
も
詰
工
房
で
３
回
は
見
て
い

ま
す
。

福
島
竜
胆
ｌ
来
年
は
東
京
で
や
る
と
い
う
こ

と
で
い
ろ
い
ろ
と
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す

ん
で
、
今
回
に
負
け
な
い
よ
う
な
立
派
な

大
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日

左から関半治氏、橋本守正氏、石黒誠一氏

こ
こ
に
お
越
し
の
方
は
来
年
必
ず
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

首
猛
夫
１
３
日
後
に
引
越
し
な
ん
で
す
け
ど
、

家
族
の
す
ご
く
冷
た
い
視
線
を
背
に
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

実
は
「
ひ
と
り
ひ
と
こ
と
」
の
間
は
ビ
デ

オ
カ
メ
ラ
で
音
声
を
録
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

な
ん
と
私
の
ひ
と
こ
と
が
終
わ
る
と
同
時
に

テ
ー
プ
も
終
了
。
い
や
参
り
ま
し
た
。

例
年
は
懇
親
会
で
発
表
さ
れ
て
い
た
各
種

当
選
者
、
握
り
詰
優
秀
作
で
し
た
が
、
今
年

は
第
一
部
の
最
後
に
発
表
。
懇
親
会
に
は
参

加
さ
れ
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
こ
の

や
り
方
が
ベ
タ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
マ
連
杯
の
握
り
詰
優
勝
者
は
八
尋
久
晴

氏
。
当
日
握
り
詰
は
山
田
康
平
氏
と
な
ん
と

私
の
二
作
が
優
秀
作
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
映
し
た
上
で
コ
メ
ン
ト

も
。
と
ま
ど
っ
た
私
は
思
わ
ず
『
原
田
清

実
は
詰
め
ば
い
と
と
い
う
原
田
哲
学
に
基

づ
き
」
な
ど
と
口
走
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
私
だ
け
で
な
く
、
大
会
記
念
懸
賞
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詰
将
棋
の
解
説
を
急
遥
頼
ま
れ
た
司
会
の
石

黒
誠
一
さ
ん
も
と
ま
ど
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

こ
こ
で
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
が
「
ア
マ
連

杯
握
り
詰
」
に
つ
い
て
は
応
募
作
全
作
を
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
で
見
せ
た
上
で
優
秀
作
投
票
を

行
う
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
毎
年

け
つ
こ
う
な
数
の
応
募
が
あ
り
ま
す
し
、
手

数
も
決
し
て
短
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
比
較
的

投
票
者
数
が
少
な
い
の
も
そ
の
辺
に
原
因
が

あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ペ
ー
パ
ー
だ
け

渡
し
て
図
面
と
作
意
を
見
て
投
票
し
て
と
い

っ
て
も
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ
う
。
解
説

を
付
け
る
と
バ
イ
ア
ス
を
与
え
る
の
で
単
に

手
順
を
見
せ
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
か
ら
時

／、！”

熊津良尊氏も参加

間
も
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
一
部
の
最
後
は
こ
れ
も
恒
例
の
記
念
撮

影
。
後
ろ
に
か
か
っ
た
看
板
を
バ
ケ
ッ
リ
レ

ー
形
式
で
前
に
運
ぶ
な
ど
と
い
う
一
幕
も
あ

り
、
毎
年
の
こ
と
で
す
が
写
真
一
枚
撮
る
の

に
も
な
か
な
か
大
変
で
す
。
そ
れ
は
そ
れ
で

面
白
い
の
で
す
け
ど
。

肥
時
よ
り
懇
親
会
。
尼
子
氏
だ
け
で
な
く

こ
の
と
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
多
い

は
ず
。
だ
っ
て
私
が
そ
う
だ
も
の
。

全
詰
連
副
会
長
吉
田
健
氏
の
乾
杯
の
音
頭

で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は

料
理
へ
一
目
散
。
食
べ
な
が
ら
、
飲
み
な
が

ら
詰
将
棋
談
義
に
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ぞ
全
国
大
会
の
醍
醐
味
。
抽
選
会
も
あ
り

駒
が
当
た
っ
て
喜
ぶ
人
が
い
る
か
と
思
え
ば
、

故
桜
木
健
古
氏
の
「
太
っ
腹
を
作
る
本
』
が

当
た
っ
て
「
嫌
み
か
、
こ
れ
は
」
と
苦
笑
す

る
人
も
。

「
ひ
と
り
ひ
と
こ
と
」
の
福
島
氏
の
弁
に

あ
っ
た
よ
う
に
来
年
は
東
京
開
催
。
そ
こ
で

運
営
を
担
当
す
る
東
京
詰
将
棋
工
房
の
金
子

清
志
氏
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
清
水
英
幸
氏
、

福
島
竜
胆
氏
が
ご
あ
い
さ
つ
・
来
年
も
期
待

で
き
そ
う
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
る
と
い
き
な

り
マ
イ
ク
を
握
っ
た
尼
子
氏
の
姿
が
目
に
。

「
来
年
参
加
さ
れ
た
方
に
は
わ
た
し
の
熱
い

キ
ス
を
」

な
ど
と
言
い
出
し
た
か
ら
さ
あ
大
変
。
詰
工

房
の
面
々
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
（
？
）
し

ま
い
ま
し
た
。
や
れ
や
れ
。
ぜ
ひ
来
年
の
大

会
ま
で
禁
酒
を
断
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

楽
し
い
宴
も
大
会
副
委
員
長
橋
本
守
正
氏

の
閉
会
の
辞
で
終
了
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
宴
に

と
向
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
年
に
一
度
、
こ

の
日
だ
け
会
う
と
い
う
仲
間
も
い
る
の
で
す

か
ら
話
は
尽
き
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。

仲
間
の
和
を
広
げ
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ
・
そ
し
て
そ
の
楽
し
み
は
「
あ
な
た
が
」

求
め
よ
う
と
思
え
ば
簡
単
に
手
に
入
る
の
で

す
。
参
加
し
な
い
と
損
を
し
て
い
る
気
分
に

な
り
ま
せ
ん
か
？
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さ
て
通
常
で
あ
れ
ば
一
今
年
も
大
成
功
」

と
か
「
盛
会
の
う
ち
に
」
と
で
も
締
め
く
く

る
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
が
、
ひ
ね
く
れ
者

ご
寄
附
（
敬
称
略
）

金
五
万
円
秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館

金
三
万
円
服
部
彰
夫

金
二
万
円
近
藤
真
一

鶴
田
寿
美
子

香
龍
会
一
同

金
一
万
三
千
円
熊
津
良
尊

金
一
万
円
門
脇
芳
雄

橋
本
守
正

創
棋
会

東
京
詰
将
棋
工
房

金
八
千
五
百
円
岡
田
敏

金
二
千
円
山
田
康
平

物
品
川
崎
弘

藤
井
国
夫

の
私
と
し
て
に
敢
え
て
そ
れ
は
避
附
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
そ
こ
で
い
く
つ
か
提
言
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
次
の
表
（
全
国
大
会
の
参
加
者
数
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
実
は
こ
れ
は
私
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
用
の
ネ
タ
に
ま
と
め
て
み
た
の
で

す
が
、
開
催
地
比
率
が
予
想
以
上
に
高
く
て

驚
き
ま
し
た
。
名
古
屋
開
催
は
４
年
前
も
そ

う
で
す
が
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
東
京
開
催
で
は
実
に
４
分
の
３

が
関
東
近
県
か
ら
の
参
加
者
。
京
都
開
催
で

は
半
数
以
上
が
関
西
地
区
か
ら
。
昨
年
の
静

岡
開
催
と
い
う
の
は
な
か
な
か
微
妙
な
地
区

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
関
東
、

東
海
か
ら
は
比
較
的
近
く
、
関
西
か
ら
は
東

京
ほ
ど
遠
く
は
な
い
。
そ
の
結
果
が
加
名
の

参
加
者
と
な
っ
た
の
で
は
。
も
ち
ろ
ん
他
の

要
因
も
あ
り
一
概
に
そ
う
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
。
こ
れ
を
見
る
と
「
運
営
に
当
た
っ
て
考

え
る
べ
き
こ
と
」
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま

せ
ん
か
。
情
熱
が
あ
っ
て
も
や
は
り
距
離
と

（
現
実
的
な
話
で
恐
縮
で
す
が
）
お
金
の
要

素
に
大
き
い
で
す
よ
れ
唇
だ
か
ら
こ
そ
腿
回

参
加
者
が
表
彰
を
受
け
る
の
で
し
ょ
う
。

特
に
学
生
に
と
っ
て
は
金
銭
的
に
も
他
地

区
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
を
や
む
な
し
と
考
え
る
か
…
。

参
加
者
の
年
齢
層
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
こ
れ
は
個
人
的
な
考
え
な
の
で
す
が
、

「
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」
等
を
実
施
す
れ
ば

こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
大
会
に
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
「
初
め
て
来
ま
し
た
」

と
い
う
方
が
楽
し
め
た
の
か
ど
う
か
、
ど
ん

な
企
画
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
、

そ
の
他
要
望
な
ど
参
考
に
な
る
こ
と
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
主
催
者
で
は
な

く
来
場
者
の
視
点
で
運
営
を
考
え
な
い
と
。

ま
た
毎
年
開
催
地
が
異
な
り
、
そ
の
た
め

地
元
の
詰
将
棋
愛
好
家
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
な
か
な
か
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
て
い
く
こ

と
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
別
に
反
省
会
を

や
っ
て
記
録
を
残
し
て
引
き
継
い
で
い
る
わ
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勝
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
許
一

そ
う
や
っ
て
考
え
て
い
く
と
運
営
を
開
催

地
の
詰
将
棋
愛
好
家
に
任
せ
る
だ
け
で
よ
い

の
か
と
疑
問
が
わ
い
て
き
ま
す
。
や
は
り

「
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
」
が
主
催
し
て
い
る

の
で
す
か
ら
そ
こ
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

詰
将
棋
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
な
が

ら
そ
れ
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
が
全
詰
連

に
な
い
と
い
う
の
は
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

「
全
国
大
会
委
員
長
」
と
い
う
ポ
ス
ト
を
用

意
し
て
一
元
管
理
を
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

好
き
勝
手
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
い
恐
縮

で
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
「
ま
た
来

て
み
た
い
」
と
思
え
る
大
会
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
が
多
く
の
人
々
と
の

出
会
い
に
つ
な
が
る
の
で
す
か
ら
。

「
集
ま
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」

と
い
う
の
は
柳
田
氏
の
言
葉
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
、
言
い
得
て
妙
だ
と
思
い
ま
す
。

盤
と
駒
と
あ
る
い
は
ス
ク
リ
ー
ン
と
の

晩
め
っ
こ
だ
け
で
帰
っ
て
は
も
っ
た
い
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
作
家
だ
と
か
、
解
答
強

豪
だ
と
か
、
初
心
者
だ
と
か
、
そ
ん
な
こ
と

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
詰
将
棋
が
好
き
な
ら

ば
み
ん
な
仲
間
で
す
。
そ
ん
な
仲
間
が
集
ま

る
全
国
大
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

来
年
ま
で
待
て
な
い
方
は
お
近
く
で
開
か

れ
て
い
る
会
合
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

そ
し
て
来
年
東
京
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

▼
全
国
大
会
参
加
者
（
躯
名
）

北
海
道
北
村
憲
一

宮
城
伊
田
勇
一

福
島
福
島
竜
胆

埼
玉
稲
葉
元
孝
重
田
豊
信

東
京
尼
子
至
恩
岡
崎
正
博

清
水
英
幸
田
口
正
明

橋
本
孝
治

金
子
清
志

原
岡
望

アマ将鮒にどツグな夢一。つくり裳せんか
蓑謹溌溌蕊謎蕊護溌躍；

■アマ将棋ファン唯一の全国組織には、いつ

からでも個人で入会できます。会費は年間

3千円のみです（他に専門誌購読付の会費
1万円もあり）。

■会員の特典は①アマ情報誌の送付②専門誌
の宅配サービス③主催行事に優待④全国将
棋道場案内⑤「R」大会の公認料免除⑥個
人成績の提供など。

支部は10人以上で結成できます（活動補
助金あり）。

ご送金は

［郵便振替100880-9-68945

日本ｱﾏﾁｭｱ将棋連盟
（用紙は郵便局にあります）

お問合せは

R510-8508(住所記載不要］
四日市市諏訪町7－17

Tel･Fax0593(54)0625
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京
都

大
阪 重

愛静岐
知岡阜

榊
奈
雌

藤
津
秀
樹
山
田
康
平

馬
詰
恒
司
岡
村
孝
雄

門
脇
芳
雄
首
猛
夫

駒
谷
秀
彦
柳
田
明

矢
ヶ
崎
源
太
朗

神
谷
護
流

加
藤
徹
元
水
信
広

浅
野
興
石
黒
誠
一

梅
田
豪
一
大
津
友
克

木
村
詞
近
藤
真
一

関
半
治
高
木
秀
夫

武
井
政
宏
竹
内
浩
史

成
田
忠
雄
西
尾
行
広

服
部
彰
夫
服
部
優

原
亜
津
夫
原
田
清
実

松
山
茂
水
野
勝
久

山
村
信
太
郎

近
藤
桂
一
須
藤
大
輔

吉
岡
真
紀

上
田
吉
一
佐
生
和
弘

猪
股
昭
逸
川
崎
弘

小
島
正
司
柴
田
昭
彦

周
藤
裕
也

高
坂
研

富
永
晴
彦

井
上
徹
也

岡
本
正
貴

鈴
木
清
三

滝
沢
道
幸

都
築
望

橋
本
守
正

花
田
勉

真
木
一
明

田
原
宏

山栗門湯
田山倉村

義義光
剛史孝造

佐
賀

福香愛山岡島
岡川媛口山根

兵
庫

奈
良

長
谷
繁
蔵
平
井
孝
雄
弘
光
弘

水
上
仁
大
和
敏
雄
山
本
善
章

吉
田
彰

島
宏
一
宮
島
信
昭
吉
田
健

岡
田
敏
岡
田
節
子
熊
津
良
尊

田
村
豊
造

高
見
秀
夫

松
川
正
亀

松
重
郁
雄

深
井
一
伸

来
嶋
直
也

江
崎
正
美
末
永
修
二
堀
切
良
太

八
尋
久
晴

太
田
慎
一

全
詰
連
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会

☆
８
月
か
ら
「
新
古
図
式
篇
」
の
配
布
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
浦
壁
和
彦
氏
が
佐

原
義
利
氏
、
佐
々
木
聡
氏
の
協
力
で
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治
か
ら
戦
前
ま
で

に
出
版
さ
れ
た
作
品
集
の
ほ
と
ん
ど
全
部

を
収
録
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
伝
九
代
宗

桂
遺
作
集
や
酒
井
桂
史
・
岡
田
秋
霞
作
品

集
な
ど
作
品
集
六
十
余
種
（
四
千
二
百
余

題
）
を
収
録
し
ま
し
た
。
月
報
時
代
の
諸

作
品
集
な
ど
今
日
で
は
収
録
困
難
な
貴
重

な
も
の
ば
か
り
で
、
頒
布
済
み
の
全
古
図

式
篇
と
併
せ
て
詰
将
棋
の
収
集
・
研
究
に

不
可
欠
の
も
の
で
す
。

☆
す
で
に
古
図
式
篇
を
お
持
ち
の
方
は
デ
ー

タ
代
の
み
五
千
円
、
初
め
て
の
方
は
古
図

式
篇
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

含
む
）
共
一
万
五
千
円
で
お
申
込
み
下
さ
い
・

申
込
先
Ⅱ
本
誌
編
集
部
気
付
全
詰
連
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
委
員
会
〈
振
替
Ⅱ
詰
将
棋
パ
ラ
ダ

イ
ス
、
０
０
９
３
０
‐
８
１
５
１
２
８
９
）

新
古
図
式
篇
を
配
布
開
始
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全
国
大
会
握
り
請
近
藤
真
一

ア
マ
連
杯
握
り
詰
に
は
別
作
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
優
秀
作
に
は
八
尋
久
晴
さ
ん
。

佳
作
に
は
河
内
勲
さ
ん
と
千
々
岩
倫
太
郎
さ

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
握
り
詰
で
は
、
優
秀
作
と
し

て
山
田
康
平
さ
ん
と
原
田
清
実
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
解
答
は
９
月
末
ま
で
に
編
集
部

ま
で
。
解
答
者
の
中
か
ら
５
名
の
方
に
図
書

ま
で
蓬
解
答
者
〈

券
を
送
り
ま
す
。

③入選12回

佳作千々岩倫太郎

987654321

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

＝||一ロ

①入選141回

優 秀 作 八 尋 久晴

987654 3 2 弓

④入選246回

当日優秀作山田康平

98765432

銅昆
持
駒
角

一
二
三
四
五

持
駒
香

一
二
三
四
五

六
七
八
九

六
七
八
九

②入選13回

佳作河内勲

98765432二

⑤入選95回

当日優秀作原田清実

98 765432ヌ

持
駒
飛

一
二
三
四
五

持
駒
金
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

六
七
八
九
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